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骨導ヘッドホンによる音の聴取特性の分析 
～ 知覚方向のズレ補正 ～

●キーワード● 支援機器、VR・コミュニケーション、感覚情報・信号処理、聴覚心理物理

　音を利用したコミュニケーションはいろんな場面で
利用されています。音源から発せられた音は耳を使用し
て聴くことができます。テレビや電話にはスピーカーが
付いておりそこから空気振動として音が出ています。近
年では骨伝導を利用したヘッドホンやイヤホンの利用
が増えてきました。雑音下での聞き取りに優れていたり
耳を塞がないなどの利点があり、今後多く利用されるこ
とが考えられます。
　骨伝導による音聴取の技術をよりよく用いるために、
通常の音聴取の場合との知覚特性の違いを調査・検討
し、情報・信号処理によりこれらの違いを補正し便利に
利用するための手法を検討しています。
　例えば、音の到来方向に対する感覚が異なっているこ
とを示しています。そのズレ方の傾向に基づいて補正す
る技術を開発しています。
　また、マスキング特性にも違いがあることを示してい
ます。音楽データはデータサイズの削減のため圧縮処理
が施されることがあります。それには人間の聴覚特性が
加味されていますが、骨伝導での聴取特性は含まれてい
ません。ますます増えるであろう骨導音聴取に合わせた
音情報処理への応用などが考えられます。
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アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　骨伝導ヘッドホンでの聴取特性を分析できます。
一般化してきた骨伝導ヘッドホンの効果的な利用法
に関して検討できます。

　人の音声や聴覚の特性に着目し、情報処理や信号
処理へ応用応用を目指す分野。機器の高機能化、付加
価値化に人間工学の要素を導入したい分野の企業を
期待します。

関連する知的財産
論文 等

骨導ヘッドホンで聞こえる音は前方向にズレる

骨導ヘッドホンでのズレは補正できる[2]

専門分野 信号処理、情報工学、音声情報処理、人間工学福祉情報工学研究室
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視覚障害教育のための立体模型の制作
●キーワード● 視覚障害教育、触察、立体模型、3Dプリンタ

　視覚障害教育において立体物を触ることでものの概
念形成を図ることは大変重要である。この視覚障害教育
で必要な多種多様な立体模型を作成できるのが3Dプリ
ンタである。しかし3Dプリンタの操作は決して簡単で
はなく、とりわけ3Dデータの作成には3次元CADソフ
ト（立体製図ソフト）の技術が必要であり、これを盲学
校・視覚特別支援学校の教員が習得するのはハードルが
高い。そこで大学、高専、工業高校など、3Dプリンタを使
う技術を持ち、かつその技術を社会に役立てたいという
思いを持つ人 ・々組織の力を結集し、これをネットワー
ク化することで視覚障害教育に役立つ3Dデータの作成
と立体模型の印刷を加速させる。

なし

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　社会的要望の明確な研究開発で、やりがいを感じ
ることができます。

・3Dモデリング技術、3D印刷技術を持つ個人、団体
・障害児教育関係者

関連する知的財産
論文 等

3Dプリンタで制作した新潟市8区パズル

東京タワーと東京スカイツリーの大きさ比較

専門分野 福祉情報工学、感覚知覚、触知覚、視覚障害教育、特別支援教育
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